いわ て 県 民 計 画 (2019。2028) 
の 概要 


計画 の 構成 


長期 的 な 岩手 県 の 将来 を 展望 し 、 県 民 み ん な で 目指 す 将 来 


像 と 、 そ の 実現 に 向け て 取り 組む 政策 の 基本 方 向 を 明らか に 
する も の 





[実施 期間 : 2019 年 度 か ら 2028 年 度 ま で の 10 箇 年 ] 


長期 ビジ ョ ン の 実効 性 を 確保 する た め 、 重 点 的 ・ 優 先 的 に 
取り 組む べき 政策 や 具体 的 な 推進 方 策 を 盛り 込む も の 


[第 1 期 : 2019 年 度 て 2022 年 度 」 


政策 推進 プラ ン 
地域 振興 プラ ン 行政 経営 プラ ン 





年度 | 20!?| 2020 | 202! | 2022 | 2023 | 2024 | 2025 | 2026 | 2027 | 2026 


長期 ビジ ョ ン (10) 


復興 推進 プラ 第 2 期 以 降 の 「 復 興 推進 プラ ン 」 の 取扱 い は 、 
作 睦 推進 プラ フン 0 ア 今後 の 後 座 の 状況 を 踏ま えな が ら 栓 計 
























2 ク 
> ニシ 政策 推進 プラ ン (④) 政策 推進 プラ ン (④ 政策 推進 プラ ン (2) 
ブラ シン 地域 振興 プラ ン (4) 地域 振興 プラ ン (4) 地域 振興 プラ ン (2) 


行政 経営 ブラ ン (④) 行政 経営 ブラ ン (④) 行政 経営 プラ ン (2) 


( ) 内 は 期間 年 数 


> 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え な が ら 、 主 福 を 追求 し て いく ご こと が で きる 

地域 社会 の 実現 を 目指 し 、 幸 福 を 守り 育て る た め の 取 組 を 進め る こと 

地域 社会 を 構成 する あら ゆる 主体 が 、 そ れ ぞ れ 主 体 性 を 持ち 、 共 に 支え 合 

いな が ら 岩 手 県 の 将来 父 を 描き 、 そ の 実現 に 向け て みん な で 行動 し て いく ご 

と 

> 社会 的 に 弱い 立場 に ある 方 々 が 孤立 する こと の な いよ うに 、 社 会 的 包摂 
(ソー シャ ヤル ・ イ ンク ルー ジョ ン ) の 観点 に 立っ た 取組 を 進め る こと 


1 世界 の 変化 と 展望 

(1) 経済 ・ 社 会 の グロ ー バ ル 化 の 進展 

(2) 第 4 次 産業 革命 の 進展 (3) 地 款 環境 問題 へ の 対応 

2 日 本 の 変化 と 展望 

(1) 人 口 減少 ・ 少 子 高齢 化 の 進行 (2) 国 ・ 都 道府県 ・ 市 町 村 の 役割 
(3) 多発 する 大 規模 自然 災害 (4) 価値 観 の 変化 

3 岩手 の 変化 と 展望 

(1) 人 口 減少 と 少子 高齢 化 の 急速 な 進行 と 今後 の 展望 

(2) 東日本 大 岩 災 津波 がら の 復興 (3) 岩手 の 可能 性 (強み ・ 弱 み 等 ) 


基本 目標 


東日本 大 岩 災 津波 の 経験 に 基づき 、 
引き 続き 復興 に 取り 組み な が ら 、 
5 互い に 幸福 を 守り 育て る 希望 卿 いわ て 
考え 方 ) 
この 計画 は 、 東 日 本 大 大 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 取組 の 中 で 、 学 び 、 
培っ た 経験 を 生か す も の と する 


この 計画 の も と 、 引 き 続 き 復興 に 取り 組み 、 一 日 も 早い 安全 の 確保 、 
建 、 な り わ い の 再 生 を 目指 す と と も に 、 東 日 本 大 炭 災 津波 の 


暮らし の 再 
教訓 を 未来 に 向け て 伝承 ・ 発 信 し て いく 。 
た 、 復 興 の 実践 で 培 わ れ た 一 人 ひと り の 幸福 を 守り 育て る 姿勢 を 復興 
の みな ら ず 、 県 政 全 般 に 広げ 、 県 民 相互 に 、 さ ら に は 、 岩 手 県 と 関わ り の 
ある 人 々 が お 互い に 幸福 を 守り 育て る 岩手 を 実現 する 。 
で その よう な 岩手 が 、 全 て の 県 民 が 希望 を 持つ こ OE る 
望郷 いわ て 」 (に な る 。 
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復興 推進 の 大 本 方 向 


1 復興 の 取組 の 原則 


「 東 日 本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 に 向け た 基本 方 針 」 に 位置 づけ た 2 つの 原 
則 を 引き 継ぐ 


※ 2 つの 原則 「 一 人 ひと り の 幸福 追求 権 を 保障 する こと 」、 
[犠牲 者 の 故 卿 へ の 思い を 継承 する こと 」 


2 復興 の 目指 す 姿 
いのち を 守り 海 と 大 地 と 共に 生き る ふる さと 岩手 ・ 三 陸 の 創造 
(岩手 県 東日本 大 岩 災 津波 復興 計画 か ら 継 承 ) 


3 復興 推進 の 基本 的 な 考え 方 と 取組 方 向 


【 復 興 の 推進 に 当 た つ て 重視 する 視点 】 

(1) 参画 ^ 若 者 ・ 女 性 な どの 参画 に よる 地域 つづ くり の 促進 て 
(2) 交流 人 や モノ の 交流 の 活発 化 に よる 創造 的 な 地域 づく り の 促進 
(3) 連携 ~ 多 様 な 主体 が 連携 し た 復興 な どの 取組 の 推進 て 


【「 よ り 良 い 復興 > 4 本 の 柱 て 」 と 取組 方 向 】 
(1) 安全 の 確保 (2) 暮らし の 再建 
(3) な り わ い の 再 生 (4) 未来 の た め の 伝 承 ・ 発 信 


人 定 。 
) を 定め 、 一 人 ひ 
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10 の 政策 分 野 を 
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IX 社 
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齢 者 、 障 が い 者 な どの 活躍 、 


幅広 い 市 民活 動 や 県 民 運 動 な ど 幸 福 の 追求 を 支え る 仕組 み が 整 っ て いる 岩手 


xX 
高 


て 男女 共同 参画 や 若者 ・ 女 性 、 


新しい 時 代 を 切り 拓く フロ ジェ クト 


10 年 後 の 和 将来 像 の 実現 を より 確か な も の と し 、 さ ら に 、 そ の 完 を 見 
据え 、 長 期 的 な 視点 に 立っ て 、 新 し い 時 代 を 切り 拓 い て いく 11 の プロ 


ジェ クト 


1 TLC ブ ロジ ェクト 
I L C の 実現 に より 、 世 界 ト ウッ プレ ベル の 頭脳 や 最 先端 の 技術 、 高 度 な 人 材 が 


集積 され る こと か ら 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン を 創出 する 環境 の 整備 な ど を 進め る こと に 
より 、 知 と 技術 が 集積 され た 国際 研究 拠点 の 実現 を 目指 す 。 


2 北上 川 バ レー プロ ジェ クト 

県 央 広域 振興 圏 と 県 南 広 域 振 興 圏 に また が る 北上 川 流域 に お いて 自動 車 や 半 導 
体 関 連 産業 を 中 心 と し た 産業 集積 が 進み 、 新 た な 雇用 の 創出 が 見 込ま れる こと を 
生か し 、 両 振興 圏 の 広域 的 な 連携 の 更 な る 促進 や 、 第 4 次 産業 革命 技術 の あら ゆ 
る 産業 ・ 生 活 分 野 へ の 導入 な ど を 通し て 、 働 き や す く 、 暮 らし や すい 、21 世 紀 に 
ふさ わし い 新 し い 時 代 を 切り 拓く 先行 モデ チル と な る ソーン の 創造 を 目指 す 。 





3 三陸 防災 復興 ソー ンプ ロジ ェクト 

東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 の 取組 に より 大 きく 進展 し た まち づく りや 交通 
ネッ トワ ー ク 、 港 湾 機 能 な ど を 生か し た 地域 産業 の 振興 を 図る と と も に 、 三 陸 防 
災 復 興 プ ロジ ェクト 2019 等 を 契機 と し て 生み 出さ れる 効果 を 持続 し 、 三 陸地 域 の 
多様 な 魅力 を 発信 し て 国内 外 と の 交流 を 活発 化す る こと に より 、 岩 手 県 と 国内 外 
を つなぐ 海 側 の 結節 点 と し て 持続 的 に 発展 する ゾー ン の 創造 を 目指 す 。 


4 北 い わ て 産業 ・ 社 会 革新 ソー ンプ ロジ ェクト 

豊か な 地域 資源 と 高速 交通 網 の 進展 を 生か し 、 地 域 の 特徴 的 な 産業 の 振興 や 、 
圏 域 を 越え た 広域 連携 に よる 交流 人 口 の 拡大 、 豊 富 な 再生 可能 工 ネ ルギー 資源 の 
産業 分 野 ・ 生 活 分 野 で の 利用 促進 な ど 、 県 北 圏 域 を は じ め と する 北 い わ て の 持つ 
ポテ ン シ ャ ル を 最大 限 に 発揮 させ る 地域 振興 を 図る こと も に 、 人 口 減少 と 高齢 化 
環境 問題 に 対応 する 社会 づく り を 一 体 的 に 推進 する こと で 、 あ ら ゆ る 世代 が いき 
いき と 暮らし 、 持 続 的 に 発展 する 先進 的 な ゾー ン の 創造 を 目指 す 。 


5 活力 ある 小 集落 実現 プロ ジェ クト 

人 や 地域 の つなが り が 大 切 に され て いる 岩手 県 の 風土 を 土台 と し な が ら 、 第 4 
次 産業 革命 技術 や 遊休 資産 を 生か し た 生活 サー ビス の 提供 、 人 材 や 収入 の 確保 、 
者 市 部 と の 交流 の 促進 な ど 、 地 域 の 課題 解決 に 向け た 住民 主体 の 取組 の 促進 を 通 
じ て 、 将 来 に わた り 持 続 可 能 な 活力 ある 地域 コミ ュ ニ ティ の 実現 を 目指 す 。 





6 農林 水産 業 高 度 化 推進 プロ ジェ クト 

岩手 県 の 強み で ある 広大 な 農地 、 多 様 な 森林 資源 、 豊 富 な 漁場 を 背景 に 、 情 報 
通信 技術 (I CT) や ロボ ッ ト 等 の 最 先端 技術 を 最大 限 に 活用 し た 生産 現場 の イ 
ノ ベ ー シ ョ ン に よる 飛躍 的 な 生産 性 の 向上 、 農 林 水 産物 の 新た な 価値 の 創出 等 の 
取組 を 通し て 、 農 林 水 産業 の 高度 化 を 推進 し 、 収 益 性 の 高い 農林 水産 業 の 実現 を 
目指 す 。 

けん こう 、 5 

7 健幸 づく り プ ロジ ェクト 

県 立 病院 ・ 大 学 等 で 保有 する 医療 デー タ や 健 診 機関 で 保有 する 健 診 デー タ 等 を 
生か し 、 健 康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ を 連結 する ビッ グ デ ー タ の 連携 薄 盤 を 構築 し 、 


その 活用 を 通じ て 、 健 康 寿命 が 長く いき いき と 暮らす こと の で きる 社会 の 実現 を 
目指 す 。 
※ 健 幸 : 個々 人 が 健康 か つ 生き が い を 持ち 、 安 全 ・ 安 心 で 豊か な 生活 を 営 お こと が で きる こと 。 


8 学び の 改革 プロ ジェ クト 

人 工 知能 (A 1 ) を は しめ と する 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し 、 就 学 前 か ら 高 
校 教育 まで の 質 が 高く 切れ 目 の な い 教 育 環境 の 構築 を 通し て 、 新 た な 社会 を 創造 
し 、 岩 手 県 の 未来 を けん 引 す る 人 材 の 育成 を 目指 す 。 





9 文化 ・ ス ポー ツレ カシ ー フ ロジ ェクト 

岩手 県 が 誇る 世界 遺産 や 多彩 な 民俗 芸能 、 希 望郷 いわ て 国体 ・ 希 望郷 いわ て 大 
会 の 成果 や 三陸 防災 復興 プロ ジェ クト 2019、 ラ グ ビ ー ワ ー RE = 石 
開催 、 東 京 2020 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 を 通じ た 文化 芸術 ・ 
ポー ツ へ の 関心 の 高まり を レガ シー と し て 次 の 世代 に つなげ て いく た め 、 a 体 
a 2 久野 を 生か し た 的 力 あ る 
し み 、 楽し み 、 A 


10 水素 利 活用 推進 プロ ジェ クト 
東日本 大 震 災 津 波 を 契機 と し た 再生 可能 エネ ルギー 導入 促進 の 動き を 背景 に 


岩手 県 の 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 最大 限 に 生か し 、 再 生 可 能 エ ネリ レギ ー 
由来 の 水素 を 多様 な エネ ルギー 源 の 一 つと し て 利 活用 する 取組 を 通し て 、 低 誠 素 
で 持続 可能 な 社会 の 実現 を 目指 す 。 
じん こう 

11 人 交 密 度 向上 プロ ジェ クト 

東日本 大 岩 災 津波 の 復興 支援 等 を 契機 と し た 、 多 様 な 主体 と の 交流 の 拡大 を 生 
か し 、 第 4 次 産業 革命 技術 を 活用 し た 岩手 県 の 地域 や 人 々 と 多様 に 関わ る | 関係 
人 口 」 の 質 的 ・ 量 的 な 拡大 を 通じ 、 世 界 中 が いつ で も 、 ど ご で も 岩手 県 と つなが 


る 社会 の 実現 を 目指 す 。 

※ 人 「 交 」 密度 : 短期 的 な 交流 人 口 の ほか 、 長 期 的 な 定住 人 口 に つなが る 地域 や 地域 の 人 々 と 多様 に 関わ 
る 者 で も ある | 関 係 人 口 」 に つい て 、 「 人 数 ( 量 的 ) 」 と | 関係 の 強 さ ( 質 的 ) 」 の 両面 に 着目 し 、 用 い 
た 言葉 。 





地域 振興 の 展開 方 向 


1 4 広域 振興 圏 の 振興 


【 目 指す 人 次 】 
県 都 を 擁する 圏 域 と し て 、 産 業 ・ 人 ・ 暮 らし の 新た な つなが り を 生み 出す 
連携 の 深化 に より 求心力 を 高め 、 東 北 の 拠点 と し て の 機能 を 担っ て いる 地域 
人 と の つなが り 、 県 南 圏 域 の 産業 集積 や 農林 業 、 多 様 な 地域 資源 を 生か し 
な が ら 、 暮 らし と 産業 が 調和 し 、 世 界 に 向け 岩手 の 未来 を 切り 拓く 地域 


東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 を 着実 に 進め 、 そ の 教訓 を 発信 し 、 新 た な 交 
通 ネ ットワーク や 様々 な つなが り を 生か し た 新しい 三陸 の 創造 に より 、 国 内 
外 に 開か れ た 交流 拠点 と し て 岩手 の 魅力 を 高め 、 広 げ て いく 地域 





県 北 多様 か つ 豊 富 な 資源 ・ 技 術 、 培 われ た 知恵 ・ 文 化 を 生か し 、 北 東北 、 北 海 
" | 道 に 広がる 交流 ・ 連 携 を 深め な が ら 、 新 た な 地域 振興 を 展開 する 地域 


2 県 北 ・ 治 岸 園 域 及び 過疎 地域 等 の 振興 


3 広域 振興 圏 や 県 の 区 域 を 越え た 広域 的 な 連携 の 強化 


行政 経営 の 基本 次 勢 





1 行政 経営 の 目指 す 姿 

県 内 外 の 様々 な 主体 と 協 働 し 、 岩 手 県 民 が 相互 に 幸福 を 守り 育て る と と 
も に 、 広 く 県 外 に 向け て 笠 福 を 守り 育て る 機会 を 提供 する こと が で きる 岩 
手 の 実 現 


2 「4 本 の 柱 」 と 取組 方 向 





(1) 地域 意識 に 根ざし た 県 民 本 位 の 行政 経営 の 推進 
(2) 高度 な 行政 経営 を 支え る 職員 の 能力 向上 
(3) 効率 的 な 業務 遂行 や ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス に 配慮 し た 職場 環境 


の 実現 


(4) 戦略 的 で 実効 性 の ある マネ ジメント 改革 の 推進 


12 





アク ショ ンプ ラン の 概要 
① 復 興 推進 プラ ン 
本 DUTEZ2Z72 


「 より 良い 復興 > 4 本 の 柱 て ] の も と 、12 分 野 ご と に 、 計 画 期間 に 
実施 を 予定 し て いる 主 な 取組 内 容 と 事業 な ど で 構 成 


I 


「 津 波 対 策 の 基本 的 考え 方 」 を 踏ま えた 多重 防災 型 ま ち づ く り に より 、 津 波 な どの 自然 災害 
に よる 被害 を 最小 限 に 抑え 、 ど の よう な 場合 で も 人 命 と 暮らし を 守る 安全 で 安心 な 防災 都市 ・ 
地域 づく り を 推進 し ます 。 
また 、 住 民 の 故 卿 へ の 思い や 地域 の 歴史 、 文 化 ・ 伝 統 を 踏ま えた 住民 主体 の 新しい まち づく 
り を 推進 し ます 。 
《 取組 項目 》 
1 災害 に 強く 安全 で 安心 な 暮らし を 支え る 防災 都市 ・ 地 域 を つく り ま す 
2 故郷 へ の 思い を 生か し た 豊か で 快適 な 生活 環境 を つく り ま す 


I 


災害 時 な どの 確実 な 緊急 輸送 や 代替 機能 を 確保 し た 信頼 性 の 高い 道路 ネッ トワ ー ク の 構築 と 、 
人 員 ・ 物 低 の 輸送 を 支え る 港湾 の 機能 強化 に より 、 災 害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク の 構築 を 推進 
し ます 。 


3 災害 に 強い 交通 ネッ トワ ー ク を 構築 し ます 13 


I 

被災 者 が 安定 し た 生活 に 戻る こと が で きる よう 、 ま ち づ く り と 一 体 と な っ て 安全 で 良質 な 住 
宅 や 宅地 を 供給 する と と も に 、 住 宅 再建 ・ 確 保 に 際 し て 様々 な ニー ズ に 対応 する た め の 相 談 対 
応 を 行い ます 。 

また 、 内 陸地 域 と 沿岸 地域 と の 連携 の も と に 地域 の 産業 振興 を 図り 、 若 者 ・ 女 性 ・ 高 齢 者 ・ 
障がい 者 を 含め 安定 的 な 雇用 の 場 を 確保 し ます 。 

《 取組 項目 》 

4 被災 者 の 生活 の 安定 と 住 環境 の 再建 に 向け て 支援 し ます 

5 雇用 の 確保 を 図る と と も に 、 就 業 を 支援 し ます 


I 


被災 者 の 心身 の 健康 を 守る た め 、 医 療 提供 施設 や 社会 福祉 施設 な ど に つい て 機能 の 充実 を 図 
人 きめ 細か な 保健 活動 や ここ ろ の ケア 、 保 護 を 必要 と する 子ども の 養育 支援 な ど を 
実施 し ます 。 

また 、 新 た な まち づく り に お いて 候 の 高い 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 サー ビス を 継続 的 に 提供 する 体 
制 を 整備 し ます 。 

6 災害 に 強く 、 質 の 高い 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 提供 体制 を 整備 し ます 

7 健康 の 維持 ・ 増 進 を 図る と と も に 、 要 保護 児童 を 支援 し ます 


I 

学校 、 家 庭 、 地 域 が 協 働 し て 子ども た ちの 心 の サポ ー ト を 行う と こと も に 、 東 日 本 大 岩 災 津 波 
の 体験 を 踏ま えた 防災 教育 や 復興 に 対す る 自己 の あり 方 な ど を 総合 的 に 学ぶ 全 県 的 な 教育 プロ 
グラ ム を 推進 する こと に より 、 子 ども た ち 一 人 ひと り の 学び の 場 の 充実 を 図り ます 。 

また 、 生 きる 活力 を 生み 出し 、 地 域 へ の 誇り や 愛着 を 深め る た め 、 文 化 芸 術 ・ ス ポー ツ 活 動 
の 振興 や 伝統 文化 な どの 保存 ・ 継 承 を 支援 し ます 。 

8 きめ 細か な 学校 教育 を 実践 する と と も に 、 教 育 環境 の 整備 ・ 充 実 を 図り ます 

9 文化 芸術 環境 の 整備 や 伝統 文化 な どの 保存 と 継承 を 支援 し ます 10 社会 教育 ・ 生 涯 学習 環境 を 整備 し ます 

11 スポ ー ツ ・ レ クリ エー ショ ン 環 境 を 整備 する と と も に 、 ス ポー ツ を 生か し た 交流 を 促進 し ます 14 


I 


住民 相互 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 維持 する と と も に 、 地 域 の 結束 力 が 更に 強まる よう 、 復 上 
の ステ ー ジ に 応じ た 地域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 環境 を 整備 し ます 。 

また 、 全 て の 人 が 孤立 せ ず 、 安心 し て 地域 で 生活 で きる よう 、 高 齢 者 や 障がい 者 を 住民 相互 
で 支え 合う 、 福 祉 の まち づく り の 観点 も 取り 入れ な が ら 、 地 域 コミ ュ ニ ティ 活動 の 活性 化 に 
けた 取組 を 支援 し ま 

さら に 、 被災 地域 等 の 住民 、 地 線 組 織 、N P O、 企 業 な ど 多様 な 主体 が 連携 し 、 市 町 村 と 協 
働 し て 進め る 復興 の まち づく り を 支援 し ます 。 
《 取組 項目 ) 


12 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 ・ 活 性 化 を 支援 し ます 


I 

CC 安心 の 確保 の た め 、 市 町 村 の 行政 機能 の 向上 と 、 市 町 村 に よる 新しい まち 
づく り を 支援 し 

13 ms 

I 


地域 に 根ざし た 水産 業 を 再生 する た め 、 両 輪 で ある 漁業 と 流通 ・ 加 工業 に つい て 、 新 た な 交 


通 ネ ットワーク を 生か し な が ら 、 漁 業 協 同 組 合 を 核 と し た 漁業 、 養 殖 業 の 構築 と 産地 魚 市 場 を 桜 

と し た 流通 ・ 加 工 体制 の 構築 を 一 体 的 に 推進 し ます 。 ま た 、 地 域 の 防災 対策 や 地域 づく り 、 水 産 

業 再 生 の 方 向 性 を 踏ま えた 漁港 ・ 漁 場 な どの 整備 や 海岸 保全 施設 の 復旧 ・ 整 備 を 推進 する と と も 

に 、 地 域 の 防災 対策 を 踏ま えて 防潮 林 を 再生 し ます 。 
沿岸 の 地域 特性 や 地域 づく り の 方 向 性 な ど を 踏ま えた 園芸 産地 の 形成 な ど 、 生 産 性 ・ 収 益 性 の 

高い 農林 業 を 実現 し ます 。 

14 漁業 協同 組合 を 核 と し た 漁業 、 養 殖 業 を 構築 し ます 15 産地 魚 市 場 を 核 と し た 流通 ・ 加 工 体制 を 構築 し ます 

16 漁港 な どの 整備 を 推進 し ます 17 地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農林 業 を 実現 し ます 


15 


HI 


被災 地域 の 経済 を 支え る 中 小 企業 な どの 事業 再開 や 経営 力 向 上 に 向け た 取組 を 支援 する と と 
も に 、 新 た な まち づく り と 連動 し た 商店 街 を 核 と し た に ぎわ い の 創 出 や 地域 の 特性 を 生か し た 産 
業 の 振興 を 図り ます 。 
また 、 治 岸 地域 と 内 陸地 域 と の 連携 に よる も の づく り 体 制 の 強化 や 、 地 域 | 特性 を 生か し た 科学 
AME ど に より 地域 経済 の 活性 化 を 図り ます 。 
取組 項目 
18 中 小 企業 な どの 事業 再開 と 経営 力 向 上 に 向け た 取組 を 支援 し ます 
19 産業 の 再生 や も の づく り 産 業 な どの 振興 を 図り ます 


ll 


被災 し た 沿岸 地域 の 観光 産業 の 再生 と と も に 、 帳 力 あふ れる 観光 地 づ くり を 推進 し 、 新 た な 交 
通 ネ ットワーク の 活用 な ど に より 誘客 を 促進 し な が ら 、 三陸 の 新た な 魅力 な ど を 広く 国内 外 へ 情 
報 発信 する こと に より 、 観 光 立 県 を 確立 し ます 。 

20 観光 資源 の 再生 を 支援 する と と も に 、 新 た な 魅力 を 創造 し ます 
21 復興 の 動き と 連動 し た 全 県 的 な 誘客 を 促進 し ます 


IV 


未 錠 有 の 大 規模 災害 の 事実 や 被災 され た 方 の これ まで の 経験 を 踏ま えた 教訓 を 確実 に 伝承 し 、 
その 教訓 を 防災 文化 の 中 で 培っ て いき ます 。 


22 教訓 を 伝承 する 仕組 み づ く り を 推進 し ます 23 防災 ・ 復 興 を 支え る 人 づく り を 推進 し ます 


IV 


将来 に わた つっ て 復興 へ の 理解 を 深め 、 継 続 的 な 復興 へ の 参画 を 促進 する た め 、 復 興 の 次 を 国 
内 外 に 積極 的 に 発信 し て いき ます 。 


24 復興 の 姿 を 重層 的 に 発信 し ます 16 


② 政 策 推 進 プ ラン 
中 政策 推進 プラ ン の 構成 


10 の 政策 分 野 の 客観 的 指標 、 県 が 取り 組む 具体 的 な 推進 方 策 、 4 年 間 の 工程 表 、 
県 以外 の 主体 に 期待 され る 行動 な ど で 構 成 








I 
《 いわ て 幸福 関連 指標 》 | 《 政策 項目 ) 
① 健 康 寿 合 1 生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を つく り ま す 
② が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死亡 す 2 必要 に 応じ た 医療 を 受け る こと が で きる 体制 を 充実 し ます 
る 人 数 3 介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住 み 慣れ た 地域 で 安心 し て 生活 で き 
③ 自 殺 者 数 [10 万 人 当たり 〕 る 環境 を つく り ま す 
④ 地 域 包括 ケア 関連 4 幅広 い 分 野 の 文化 芸術 に 親しみ 、 生 涯 を 通じ て スポ ー ツ を 楽し む 機 
⑤ 余 暇 時 間 会 を 広げ ます 


⑥ 県 内 の 公立 文化 施設 に お ける 催事 数 5 生涯 を 通じ て 学び 続け られ る 場 を つく り ま す 
⑦ ス ポー ツ 実 施 率 
⑧ 生 涯 学習 に 取り 組ん で いる 人 の 割合 





I 





合計 特殊 出生 率 6 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 を つく り ま す 
② 待 機 児童 数 [4 月 1 日 時 点 ] 7 地域 や コミ ュ ニ ティ に お いて 、 学 校 と 家庭 、 住 民 が 協 働 し て 子ども の 


地域 の 行事 に 参 徒 の 割合 | 育ち と 学び を 支え ます 
ざ 地 域 の 行事 に 参加 し て いる 生徒 の 沖合 | 生生 


④ 総 実 労働 時 間 の = コ 
9 仕事 と 生活 を 両立 で きる 環境 を つく り ます 
⑤ 共 働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 10 動物 の いのち を 大 切 に する 社会 を つく り ます 


⑥ 犬 、 猫 の 返還 ・ 譲 渡 率 17 

















《 いわ て 幸福 関連 指標 》 

① 意 欲 を 持っ て 自ら 進ん で 学ば ぼう と する 児童 生徒 
の 割合 

② 授 業 で 、 自分 の 考え を 深め た り 広 げた り し て い 
る 児童 生徒 の 割合 

③ 人 が 困っ て いる と き は 、 進 ん で 助け よう と 思う 児 
童 生徒 の 割合 

④ 自 己 育 定 感 を 持つ 児童 生徒 の 割合 

⑤ 体 力 ・ 運 動 能力 が 標準 以上 の 児童 生徒 の 割合 
⑥ 特 別 支援 学校 が 適切 な 指導 ・ 支 援 を 行っ て い 
る と 感じ る 保護 者 の 割合 

⑦ 高 卒 者 の 県 内 就職 率 

⑧ 将 来 の 夢 や 目標 を 持っ て いる 児童 生徒 の 割合 
⑨ 県 内 大 学 等 卒業 者 の 県 内 就職 率 





《 政策 項目 》 

11 【 知 育 】 児 童 生 徒 の 確か な 学力 を 育み ます 

12 【 徳 育 】 児 童 生徒 の 豊か な 人 間 性 と 社会 性 を 育み ます 

13【 体 育 】 児 童 生徒 の 健やか な 体 を 育み ます 

14 共に 学び 、 共 に 育つ 特別 支援 教育 を 進め ます 

15 いじ め 問 題 な ど に 適切 に 対応 し 、 一 人 ひと り が お 互い を 尊重 す 
る 学校 を つく り ま す 

16 児童 生徒 が 安全 に 学ぶ こと が で きる 教育 環境 の 整備 や 教職 員 
の 資質 の 向上 を 進め ます 

17 多様 な ニー ズ に 応じ た 特色 ある 私 学 教育 を 充実 し ます 

18 地域 に 貢献 する 人 材 を 育て ます 

19 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 担う 人 材 を 育て ます 

20 高等 教育 機関 と 連携 し た 地域 づく り ・ 人 づく り を 進め ます 


居住 環境 ・ コ ミュ ニテ ィ 


① 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 
② 汚 水 処理 人 口 普及 率 
③ 三 セク 鉄道 ・ バ ス の 一 人 当たり 人 年間 利 用 回 数 


④ 地 縁 的 な 活動 へ の 参加 割合 
⑤ 在 留 外 国人 数 
⑥ 文 化 ・ ス ポー ツ 施 設 の 入場 者 数 





21 快適 で 豊か な 暮らし を 支え る 生活 環境 を つく り ま す 

22 地域 の 暮らし を 支え る 公共 交通 を 守り ます 

23 つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 コミ ュ ニ ティ を 守り 育て ます 
24 岩手 で 暮らす 魅力 を 高め 、 移 住 ・ 定 住 を 促進 し ます 

25 海外 の 多様 な 文化 を 理解 し 、 共 に 生活 で きる 地域 づく り を 進め 
ま 


す 
26 文化 芸術 ・ ス ポー ツ を 生か し た 地域 を つく り ま す 


18 


V 


《 いわ て 幸福 関連 指標 》 
① 自 主 防災 組織 の 組織 率 
② 刑 法 犯 認知 件 数 

③ 交 通 事故 発生 件 数 

④ 食 中 毒 の 発生 人 数 


VI 


























① 一 人 当たり 県 民 所 得 の 水準 

② 正 社員 の 有効 求人 倍率 

③ 総 実 労働 時 間 【 再 掲 】 

④ 完 全 失 業 率 

⑤ 高 卒 者 の 県 内 就職 率 【 再 掲 】 

⑥ 従 業者 一 人 当たり の 付加 価値 額 
⑦ 開 業 率 

⑧ 従 業者 一 人 当たり の 製造 品 出 荷 額 
⑨ 観 光 消費 額 


⑩ 農 業 経営 体 一 経営 体 当たり の 農業 総 産出 額 


⑪ 林 業 従事 者 一 人 当たり の 木材 生産 産出 額 
⑫ 漁 業 経営 体 一 経営 体 当 た り の 海面 漁業 ・ 養 
殖 業 産出 額 

⑬ 農 林 水 産物 の 輸出 額 

⑭ グ リー ン ・ ツ ー リ ズム 交流 人 口 


VI 
① 世 界 遺 産 等 の 来訪 者 数 

















② 国 、 県 指定 文化 財 件 数 
③ 民 俗 芸能 ネッ トワ ー ク 加盟 団体 数 








| 《 政策 項目 》 


27 自助 、 共 助 、 公 助 に よる 防災 体制 を つく り ま す 

28 事故 や 犯罪 が 少な く 、 安全 ・ 安 心 に 暮らせ る まち づく り を 進め ます 
29 食 の 安全 ・ 安 心 を 確保 し 、 地 域 に 根ざし た 食 育 を 進め ます 

30 感染 症 に よる 脅威 か ら 一 人 ひと り の 暮らし を 守り ます 


31 


ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通じ て 、 一 人 ひと り の 能 


力 を 発揮 で きる 環境 を つく り ま す 


32 
33 


地域 経済 を 支え る 中 小 企業 の 振興 を 図り ます 
国際 競争 カ が 高く 、 地 域 の 産業 ・ 雇 用 に 好 循 環 を も た ら す も の 


づく り 産業 を 盛ん に し ます 


34 
35 
36 
す 
37 
38 
39 


地域 資源 を 生か し た 魅力 ある 産業 を 盛ん に し ます 
地域 経済 に 好 循 環 を も た ら す 観光 産業 を 盛ん に し ます 
意欲 と 能力 の ある 経営 体 を 育成 し 、 農 林 水 産業 の 振興 を 図り ま 


収益 力 の 高い 「 食 料 ・ 木 材 供給 基地 」 を つく り ま す 
農林 水産 物 の 付加 価値 を 高め 、 販 路 を 広げ ます 
一 人 ひと り に 合っ た 暮らし 方 が で きる 農山 漁村 を つく り ま す 


40 世界 遺産 の 保存 と 活用 を 進め ます 
41 豊か な 歴史 や 民俗 芸能 な どの 伝統 文化 が 受け 継が れる 環境 を 
つく り 、 交流 を 広げ ます 19 


《 いわ て 幸福 関連 指標 》 

① 岩 手 の 代 表 的 希少 野生 動植物 の 個体 ・ つ 
が い 数 

② 自 然 公 園 の 利用 者 数 

③ 公 共用 水域 の BOD 等 環境 基準 達成 率 
④ 再 生 可能 エネ ルギー に よる 電力 自給 率 
⑤ 一 般 廃棄 物 の 最終 処分 量 

⑥— 人 1 日 当たり 家庭 系 ご み 排 出 量 


① モ バイ ル 端 末 ( ス マー ト フ ォ ン ) の 人 口 普及 率 
② 河 川 整 備 率 

③ 緊 急 輸 送 道路 の 整備 延長 

④ 港 湾 取 扱 貨 物量 

⑤ 社 会 資本 の 維持 管理 を 行う 協 働 団 体 数 


① 労 働 者 総数 に 占め る 女性 の 割合 

② 障 が い 者 の 雇用 率 

③ 高 齢 者 の ボラ ンティア 活動 比率 

④ 共 働き 世帯 の 男性 の 家事 時 間 割 合 【 再 掲 】 
④ 審 議会 等 委員 に 占め る 女性 の 割合 

ざ ボ ラン ティ ア ・NPO・ 市 民活 動 へ の 参加 割 





《 政策 項目 》 

42 多様 で 優れ た 環境 を 守り 、 次 世代 に 引き 継ぎ ます 

43 循環 型 地域 社 会 の 形成 を 進め ます 

44 地球 温暖 化 防止 に 向け 、 低 炭素 社会 の 形成 を 進め ます 


45 科学 ・ 情 報 技術 を 活用 で きる 基盤 を 強化 し ます 

46 安全 ・ 安 心 を 支え る 社会 資本 を 整備 し ます 

47 産業 や 観光 振興 の 基盤 と な る 社会 資本 を 整備 し ます 
IL 次 世代 に 引き 継ぎ 
ま 


49 性 別 や 年 齢 、 障 が い の 有 無 に か か わら ず 活 躍 で きる 社会 を つく 
り ま す 
50 幅広 い 市 民活 動 や 多様 な 主体 に よる 県 民 運動 を 促進 し ます 


20 


県 都 を 擁 する 圏 域 と し て 、 産 業 ・ 人 ・ 暮 らし の 新た な つなが り を 生み 出す 連携 の 深化 に より 
求心力 を 高め 、 東 北 の 拠点 と し て の 機能 を 担っ て いる 地域 





《 振興 施策 の 基本 方 向 》 
I 圏 域 内 の 中 心 都市 と 近隣 の 市 町 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 快適 で 安全 ・ 安 心 に 暮 
ら せ る 地域 


1 重点 施策 項目 》 
生き が い に 満 ち 、 健 康 で 安心 し て 生活 し 続け る こと が で きる 絆 の 強い 地域 社会 を つく り ま す 

2 豊か な 環境 が 保全 され 、 自然 の 恵み を 将来 に わた っ て 享受 で きる 地域 社会 を つく り ま す 

3 歴史 と 文化 を 継承 し な が ら 、 新 た な つなが りや 活力 を 感じ られ る 地域 づく り を 進め ます 

4 過去 の 教訓 を 踏ま えた 防災 対策 を 進め ます 

5 安心 ・ 快 適 な 都市 環境 ・ TE 
I 1T 産 業 な どの 集積 や 豊富 な 農林 資源 を 生か し 、 競 争 力 の 高い 魅力 の ある 産業 が 展開 し て い 
る 地域 


6 産学 官 金 連 携 に よる IT 産業 の 育成 や も の づく り 産 業 の 振興 に 取り 組み ます 

7 観光 ・ 食 ・ ス ポー ツ を 連携 させ た 交流 促進 に より 地域 産業 を 活性 化し ます 

8 米 * 園 芸 ・ 畜 産 の バラ ンス が と れ た 農業 の 持続 的 発展 と 活力 の ある 農村 づく り を 進め ます 

9 森林 資源 の 循環 利用 促進 と も うか る 林業 ・ 木 材 産業 の 構築 を 進め ます 

10 地域 産業 の 特性 に 応じ た 産業 人 材 の 確保 ・ 育 成 と や り が い を 持っ て 働く こと が で きる 労働 環境 の 整備 を 進め 


ます 
11 産業 経済 活動 を 支え る 交通 ネッ トワ ー ク を 整え ます 21 








人 と の つなが り 、 県 南 圏 域 の 産業 集積 や 農林 業 、 多 様 な 地域 資源 を 生か し な が ら 、 暮 らし と 
産業 が 調和 し 、 世 界 に 向け 岩手 の 未来 を 切り 拓く 地域 





《 振興 施策 の 基本 方 向 》 
I 多様 な 交流 が 生ま れ 、 一 人 ひと り が 生涯 を 通じ て 健やか に いき いき と 暮らせ る 地域 


《 重点 施策 項目 》 

1 健やか に 安心 し て 暮らせ る 地域 社会 を つく り ま す 

2 快適 で 安全 ・ 安 心 な 生活 環境 を つく り ま す 

3 一 人 ひと り が いき いき と 生活 で きる コミ ュ ニ ティ を つく り ま す 


I 世界 に 誇れる 産業 の 集積 を 進め 、 岩 手 で 育つ た 人 材 が 地元 で 働き 定着 する 地域 


4 も の づく り 産 業 の 集積 を 進め 、 競 争 力 を 高め ます 
5 ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 が で きる 環境 づく り と 人 材 育 成 に よる 地元 定着 を 促進 し ます 


世界 遺産 「 平 泉 の 文化 遺産 」 を は じ め 多 彩 な 魅力 の 発信 に より 多く の 人 々 が 訪れ る 地域 


6 地域 の 魅力 の 発信 に よる 交流 を 広げ ます 
7 食 産 業 の ネッ トワ ー ク を 活用 し 、 交 流 人 口 の 拡大 を 図り ます 
8 文化 芸術 を 生か し た 地域 づく り を 進め ます 


IV 米 ・ 園 芸 ・ 畜 産 や 林業 な どの 多様 な 経営 体 が 収益 性 の 高い 農林 業 を 実践 する 地域 


9 企業 的 経営 体 が 中 心 と な っ た 収益 性 の 高い 産地 の 形成 と 協 働 ・ 連 携 に よる 農村 地域 の 活性 化 を 進め ます 
10 森林 資源 の 循環 利用 に より 、 林業 ・ 木 材 産業 を 振興 し ます 


22 









東日本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 着実 に 進め 、 そ の 教訓 を 発信 し 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク や 
様々 な つなが り を 生か し た 新しい 三陸 の 創造 に より 、 国 内 外 に 開か れ た 交流 拠点 と し て 岩手 
の 魅力 を 高め 、 広 げ て いく 地域 








《 振興 施策 の 基本 方 向 》 


1 


復興 まち づく り が 着実 に 進み 、 東 日 本 大 震 災 津波 の 教訓 が 伝承 され て いる 、 災 害 に 強い 地域 
《 重点 施策 項目 》 

1 復興 まち づく り を 進め 、 東 日 本 大 岩 災 津波 の 教訓 を 伝え ます 

2 自然 災害 に 強い まち づく り を 進め ます 


I 地域 包括 ケア シス テム な ど に よる 安心 し て 暮らせ る 活力 の ある 地域 


3 被災 者 一 人 ひと り に 寄り 添い 、 心 身 と も に 健やか で 安心 な 暮らし が で きる 環境 を つく り ま す 

4 安心 で 快適 な 生活 環境 と 活力 ある 地域 社会 を つく り ま す 

5 良好 な 自然 環境 の 保全 ・ 活 用 と 持続 可能 な 生活 環境 の 整備 を 進め ます 

6 安心 し て 子ども を 生み 育て る こと が で き 、 高 齢 者 や 障がい 者 が いき いき と 、 健 や か に 暮らせ る 社会 を つく り ま す 
7 安心 で 健やか に 暮らせ る 地域 医療 の 確保 と 健康 づく り を 進め ます 

8 スポ ー ツ ・ 文 化 を 楽し み 、 一 人 ひと り が 豊か な 生活 を 送る こと が で きる 活力 あふ れる 地域 を つく り ま す 


四 豊富 な 地域 資源 や 復興 に より 整備 され た 産業 基盤 、 新 た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し 、 地 域 
経済 を けん 引 す る 産業 が 持続 的 に 成長 する 地域 


9 生産 性 と 付加 価値 の 高い も の づく り 産 業 等 を 育て ます 

10 働く 場 の 創出 と 地域 に 就業 ・ 定 着 で きる 環境 を つく り ま す 

11 漁業 生産 量 の 回 復 や 水産 物 の 高 付加 価値 化 に より 水産 業 を 盛ん に し ます 

12 地域 特性 を 生か し た 生産 性 ・ 収 益 性 の 高い 農業 を 盛ん に し ます 

13 豊か な 森林 資源 を 生か し た 林業 ・ 木 材 産業 を 盛ん に し ます 

14 多様 な 資源 と 新た な 交通 ネッ トワ ー ク を 生か し た 観光 産業 を 盛ん に し ます 

15 整備 が 進む 社会 基盤 を 産業 振興 に 生か し ます 23 





多様 か つ 豊 富 な 人 資源 ・ 技 術 、 培 われ た 知恵 ・ 文 化 を 生か し 、 北 東北 、 北 海道 に 広がる 交流 ・ 
連携 を 深め な が ら 、 新 た な 地域 振興 を 展開 する 地域 


《 振興 施策 の 基本 方 向 》 
I 隣接 する 圏 域 等 と の つなが り を 生か し 、 一 人 ひと り が 健康 で 心 豊 か に 暮らせ る 地域 


《 重点 施策 項目 》 

1 多様 な 交流 ・ 連 携 に より 地域 コミ ュ ニ ティ を 活性 化し ます 

2 文化 芸術 ・ ス ポー ツ の 持つ 力 を 地域 活性 化 へ と つなげ て いき ます 

3 地域 に お ける 医療 体制 を 整え 、 心 身 の 健 康 づ くり と 地域 で 支え 合う 福祉 の 環境 を つく り ま す 


I 自然 豊か で 再生 可能 エネ ルギー を 生か し た 災 害 に 強い 地域 


4 災害 に 強い 社会 基盤 を 整え ます 

5 新しい 交通 ネッ トワ ー ク を 中 心 に 、 地 域 経 済 や 暮らし を 支え る 社会 基盤 を 整え ます 

6 環境 を 守り 育て る 人 材 を 育成 し 、 多様 な 主体 と の 協 働 を 進め な が ら 、 良好 な 自然 環境 を 守り ます 
7 豊富 な 再生 可能 エネ ルギー 資源 を 生か し た 持続 可能 な 地域 づく り に 取り 組み ます 


誇れる 北 い わ て の 地域 資源 を 生か し た 産業 が 展開 し 、 意 欲 を 持っ て 働け る 地域 


8 北 い わ て の 農 畜産 物 の ブラ ンド を 確立 し 、 多様 な スタ イル で いき いき と 暮らせ る 農村 を つく り ま す 
9 地域 材 や 特 用 林産 物 の 生産 体制 の 強化 と 需要 拡大 に 取り 組み ます 

10 担い 手 の 確 保 ・ 育 成 や 漁業 生産 量 の 回 復 ・ 向 上 を 進め ます 

11 北 い わ て の 魅力 ある 食材 を 生か し た 食 産業 を 盛ん に し ます 

12 アパ レル 産業 な ど 高 い 技 術 力 を 有する も の づく り 産 業 を 盛ん に し ます 

13 隣接 圏 域 等 と 連携 し た 広域 観光 を 進め ます 

14 雇用 環境 の 改善 と 若年 者 な どの 就業 支援 を 進め ます 


24 


行政 経営 の 基本 的 な 考え 方 


社会 経済 情勢 が 変化 する 中 、 県 民 の 幸福 
を 的 確 に 捉え 、 県 民 サ ービス を 安定 的 ・ 持 
続 的 に 提供 し て いく た め 、 多 様 な 価値 観 に 
対応 し な が ら 、 あ ら ゆ る 主体 が 協 働 する 県 
民 本 位 の 行政 経営 を 展開 し ます 。 


業務 の 効率 的 な 運営 や 柔軟 な 働き 方 の 推 
進 を 通し 、 仕 事 と 生活 の 調和 を 図り 、 職 員 
の 能力 を 十分 に 引き 出し 、 組 織 と し て 高い 
パフ ォ ー マ ンス を 発揮 で きる 職場 環境 を 実 
現し ます 。 


地域 の 課題 解決 に 向け 、 高 い 先見 性 と グ 
ロー バル な 視点 を 備え 、 世 界 の 中 の 岩手 を 
意識 し な が ら 、 県 民 視点 で 県 全体 の 利益 を 
追求 する 職員 を 確保 ・ 育 成 し ま す 。 


政策 の 着実 な 推進 を 支え 、 県 民 ニ ー ズ に 
応え る 満足 度 の 高い サー ビス を 提供 し て い 
く た め 、 機 動 的 な 組織 体制 の 整備 や 持続 可 
能 な 財政 構造 の 構築 な ど 、 限 られ た 経営 資 
源 を 最大 限 有 効 に 活用 する マネ ジメント の 
最適 化 に 取り 組み ます 。 


1 行政 経営 プラ ン の 構成 


4 本 の 柱 の も と 、 具 体 的 な 推進 項目 ご と に 、 主 な 取組 内 容 、 


程 表 な ど で 構 成 


4 年 間 の 工 
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「4 本 の 柱 」 と 取組 方 向 等 





I 

《 具体 的 な 推進 項目 ) 

1 多様 な 主体 と の つなが り を 形成 し ます 2 市 町 村 と の 連携 ・ 協 働 を 推進 し ます 

3 地方 分 権 や 県 外 自治 体 と の 連携 を 推進 し ます 4 海外 と の つなが り を 形成 し ます 
I 

《 具体 的 な 推進 項目 ) 


1 開か れ た 県 行政 を 担う 職員 を 確保 ・ 育 成 し ま す 2 若手 ・ 女 性 職員 の 活躍 を 支援 し ます 
3 職員 の 能力 開発 を 促進 し ます 


ll 


《 具 体 的 な 推進 項目 》 
1 効率 的 で 柔軟 な 働き 方 を 推進 し ます 2 明る く 、 い きい き と し た 職場 環境 づく り を 推進 し ます 


IV 


《 具体 的 な 推進 項目 》 

県 民 サ ービス の 質 の 向上 に つなが る 提供 シス テム を 充実 し ます 

多様 な ニー ズ に 応え る 公営 企業 や 県 出資 等 法人 の 健全 経営 を 推進 し ます 
県 民 本 位 の 行政 経営 を 推進 する 組織 体制 を 整備 し ます 

効果 的 で 効率 的 な 業務 遂行 体制 を 支え る リス クマ ネジ メン ト を 構築 し ます 
政策 の 着実 な 推進 を 支え る 持続 可能 な 財政 構造 を 構築 し ます 


ロト ON 一 
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